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８
月
５
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
慈
恩
寺

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
愛
称
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま

で
、
全
国
か
ら
４
７
９
件
も
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
慈
恩
寺

「
悠
久
の
魅
力
」
向
上
基
本
計
画
推
進
協

議
会
及
び
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
整
備
検
討

委
員
会
の
各
委
員
に
よ
る
投
票
と
、
醍
醐

地
区
住
民
に
よ
る
投
票
に
よ
っ
て
選
考

し
、
こ
の
愛
称
に
決
定
し
ま
し
た
。 

慈
恩
寺
の
歴
史
や
文
化
財
等
を
伝
承

し
、
未
来
へ
照
ら
す
（
テ
ラ
ス
）
と
と
も
に
、

来
訪
さ
れ
る
方
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
を

明
る
く
照
ら
す
（
テ
ラ
ス
）
施
設
に
な
っ
て

欲
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
が
「
史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
」
の

入
口
に
位
置
し
、
史
跡
を
望
む
広
い
テ
ラ

ス
が
あ
り
、
心
地
よ
く
交
流
が
生
ま
れ
る

場
と
な
る
よ
う
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
親
し
み
や

す
く
、
覚
え
や
す
い
響
き
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
愛
称
と
し
ま
し
た
。 

慈
恩
寺
の
歴
史
文
化
、
そ
れ
を
取
り
巻

く
自
然
な
ど
の
地
域
資
源
を
保
全
・
活
用

す
る
と
と
も
に
、
慈
恩
寺
観
光
の
魅
力
を

発
信
し
、
地
域
の
観
光
拠
点
と
な
る
施
設

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
施
設
は
来
年
３

月
末
に
完
成
し
、
５
月
に
オ
ー
プ
ン
の
予

定
で
す
。 

 

 

写真② 完成後の外観パース図 

慈恩寺ガイダンス施設の愛称が「慈恩寺テラス」に決定！ 

建設中の慈恩寺テラス 

シアタールームのイメージ 常設展示室のイメージ 



 

今後の慈恩寺関連催事の催行予定等 

慈恩寺大晦日花火大会「雪月華」／中止 

慈恩寺舞楽講演会／令和３年３月６日（土） 

 

本
山
慈
恩
寺
で
、
７
月
２３
日
か
ら
１０
月
２５
日
ま
で
特

別
展
『
悠
遠
な
る
平
安
の
美
仏
』
が
、
そ
し
て
１０
月
１８
日

か
ら
２５
日
ま
で
は
、
三
重
塔
特
別
拝
観
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
手

指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
混
雑
時
の
入
場
制
限
な
ど
、

対
策
を
十
分
に
行
っ
た
う
え
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

４
月
か
ら
５
月
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
拝
観
者
が
前
年
比

９９
％
減
と
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
特
別
展
期

間
中
は
全
国
か
ら
約
１
４
，
０
０
０
人
も
の
人
々
が
訪
れ

ま
し
た
。
慈
恩
寺
で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
「
木
造
如
来
坐

像
」
や
、
優
し
い
表
情
と
柔
ら
か
な
造
形
が
特
徴
の
「
菩

薩
坐
像
」、
三
重
塔
に
安
置
さ
れ
る
「
大
日
如
来
坐
像
」
な

ど
、
訪
れ
た
人
は
数
百
年
以
上
人
々
を
見
守
っ
て
き
た
美

仏
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

１０
月
１７
日
、
２４
日
、
２９
日
の
３
回
、
慈
恩

寺
修
験
の
修
行
場
跡
を
巡
る
「
慈
恩
寺
修
験

の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
、
悠
久
の
里
慈
恩
寺

運
営
委
員
会
の
運
営
に
よ
っ
て
開
催
し
ま
し

た
。
例
年
は
２
回
の
開
催
だ
っ
た
と
こ
ろ
を
、

今
年
度
は
平
日
に
も
１
回
開
催
し
、
計
３
回

開
催
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
定
員
を
上
回

る
参
加
申
込
が
あ
り
、
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
３７
歳
か
ら
８５
歳
ま

で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
か
ら
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を

出
発
地
点
に
山
王
台
、
夫
婦
滝
を
経
て
山
業

に
至
る
約
８
キ
ロ
の
道
の
り
を
、
６
時
間
半

か
け
て
歩
き
、
江
戸
時
代
の
修
行
場
が
よ
く

残
る
史
跡
の
魅
力
に
感
じ
入
っ
て
い
ま
し

た
。 

  寒河江市ホームページ上に「慈恩寺 Times」バックナンバーを掲載中！ 慈恩寺 Times  検 索 

 

展
望
休
憩
所
設
置
と 

第
一
駐
車
場
ト
イ
レ
改
修 

特別展「悠遠なる平安の美仏」「三重塔特別拝観」を開催 

江
戸
時
代
の
修
行
場
跡
を
巡
る 

「
慈
恩
寺
修
験
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
」 

史
跡
慈
恩
寺
旧
境
内
展
望
休
憩
所
の

建
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
場
所
は

慈
恩
寺
テ
ラ
ス
と
慈
恩
寺
本
堂
の
中
間

地
点
（
旧
慈
恩
寺
公
民
館
跡
地
）
で
、
見

晴
ら
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
仁
王
堂

坂
を
登
っ
た
疲
れ
を
癒
や
す
と
と
も

に
、
付
近
一
帯
の
田
園
風
景
の
眺
望
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
慈
恩
寺
第
一
駐
車
場
の
ト
イ

レ
改
修
工
事
も
始
ま
り
ま
し
た
。
築
３０

年
を
経
過
し
老
朽
化
が
目
立
っ
て
き
た

こ
と
、
便
器
が
洋
式
で
は
な
く
和
式
が

多
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
面
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
増
を
見
込
み
、
絵
で

示
す
表
示
板
等
も
追
加
し
ま
す
。 

 

ど
ち
ら
も
３
月
中
に
完
成
の
予
定
で

す
。
ト
イ
レ
は
、
工
事
中
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

た
。
特
に
２９
日
は
雲
間
か
ら
薄
日
が
差

し
、
神
々
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
雰
囲
気

の
な
か
、
程
よ
く
色
づ
い
た
紅
葉
も
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

多くの人が訪れた特別展 


